
宇部工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 世界史Ａ
科目基礎情報
科目番号 0004 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電気工学科 対象学年 2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 高等学校改訂版世界史A（第一学習社）　プロムナード世界史（浜島書店）
担当教員 岩元 修一
到達目標
①時代とともに変化する農業・商業などの人間活動が社会や自然環境にいかなる影響を与えたかを説明できる。
②世界の多様な生活文化、民族・宗教などの文化的諸事象について理解し、説明できる。
③日本を含む世界の多様な文化に関する理解をもとに，時間の変化の中で互いの文化の違いからどのようにして問題が生じるのか説明できる。
④今日の国際的な政治・経済の仕組みや国家間の現状，その背景について説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限の到達レベルの目安
(可) 未到達レベルの目安

評価項目1

人間活動の変化が社会や自
然環境にどのような影響を
与えたかについて，８割以
上の基礎的知識をもとに論
理的に説明できる。

人間活動の変化が社会や自
然環境にどのような影響を
与えたかについて，７割台
の基礎的知識をもとに説明
できる。

人間活動の変化が社会や自
然環境にどのような影響を
与えたかについて，６割台
の基礎的知識をもとに説明
できる。

人間活動の変化が社会や自
然環境にどのような影響を
与えたかについて，６割の
基礎的知識をもとに説明で
きない。

評価項目2

世界の多様な生活文化、民
族・宗教などの文化的諸事
象について理解し、８割以
上の基礎的知識をもとに論
理的に説明できる。

世界の多様な文化生活、民
族・宗教などの文化的諸事
象について理解し，７割台
の基礎的知識をもとに説明
できる。

世界の多様な文化生活、民
族・宗教などの文化的諸事
象について理解し，６割台
の基礎的知識をもとに説明
できる。

世界の多様な文化生活、民
族・宗教などの文化的諸事
象について理解し，６割の
基礎的知識をもとに説明で
きない。

評価項目3

世界の多様な文化に関する
理解をもとに，歴史の中で
互いの文化の違いから問題
が生じる背景について８割
以上の基礎的知識をもとに
論理的に説明できる。

世界の多様な文化に関する
理解をもとに，歴史の中で
互いの文化の違いから問題
が生じる背景について７割
台の基礎的知識をもとに説
明できる。

世界の多様な文化に関する
理解をもとに，歴史の中で
互いの文化の違いから問題
が生じる背景について６割
台の基礎的知識をもとに論
理的に説明できる。

世界の多様な文化に関する
理解をもとに，歴史の中で
互いの文化の違いから問題
が生じる背景について６割
の基礎的知識をもとに論理
的に説明できない。

評価項目4

今日の国際的な政治・経済
の仕組みや国家間の現状
，その背景について，８割
以上の基礎的知識をもとに
論理的に説明できる。

今日の国際的な政治・経済
の仕組みや国家間の現状
，その背景について，７割
台の基礎的知識をもとに説
明できる。

今日の国際的な政治・経済
の仕組みや国家間の現状
，その背景について，６割
台の基礎的知識をもとに説
明できる。

今日の国際的な政治・経済
の仕組みや国家間の現状
，その背景について，６割
の基礎的知識をもとに説明
できない。

学科の到達目標項目との関係
教育目標 （Ｆ）
教育方法等

概要
第１学期開講
　過去は現在と異なりますから，いわば別の世界ともいえます。別の世界である過去と向き合うことで，現在と異なる
文化や考え方にも出会えるでしょう。歴史に学ぶことで，人間を理解する航海に出ましょう。

授業の進め方・方法

上記の教科書・教材を主に使い，配布する授業プリントに記した概要に即して授業を進めます。配布プリントは，当日
の学習内容の概要を記したものです。授業のすべてを事前にまとめたものではありません。毎回，プリントを補足する
内容を板書しながら説明を加え，時に班ごとに，あるいは個別に発表してもらい，教科書や資料を読んでもらいます。
理解度を確認するために，授業中に小テストを実施し課題提出を求めることがあります。また，一定の内容についてレ
ポートを提出してもらいます。中間試験は実施しません。再試も予定していません。

注意点

①評価の４割は講義の学習内容を学期末試験で確認します。授業では教科書・副読本を使った説明をよく聞き，講義を
しっかり理解し自分の言葉で内容を説明できるようになって下さい。②残りの評価のうち，２割はレポートです。必ず
期限までに提出して下さい。③２割は小テスト・課題で評価します。必ず期限までに提出して下さい。③最後の２割は
授業中，教員が口頭でいろいろ関連項目を質問して口頭で発表してもらったり，課題を班ごとに発表してもらうことが
あります。発表内容で評価します。④なお，欠席状況は各自で担当教員に尋ね確認してください。⑤再試験は予定して
いませんので注意してください。⑥教科書・副教材は必ず持参して下さい（忘れたり借りたりは減点の対象になります
）。あわせて授業態度も評価の対象とします。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 導入　　 シラバスについて説明できる。授業の概要について説
明できる。

2週 ヨーロッパの海外進出とアメリカ大陸の変容 ヨーロッパのいわゆる大航海時代とアメリカ大陸の変
容について説明できる。

3週 宗教改革 宗教改革について説明できる。

4週 １５・１６世紀のヨーロッパ スペインとオランダ，イギリスのあり方を中心に説明
できる。

5週 １７・１８世紀のヨーロッパ オランダ・フランス・イギリスのあり方について説明
できる。

6週 産業革命 産業革命について説明できる。
7週 アメリカの独立とフランス革命 アメリカの独立とフランス革命について説明できる。
8週 中間まとめ 前半のまとめを行う。

2ndQ

9週 フランス革命とラテンアメリカの独立 ラテンアメリカの独立とフランス革命・ナポレオンの
関係について説明できる。

10週 １９世紀のアメリカとヨーロッパ １９世紀のアメリカとヨーロッパの動向について説明
できる。

11週 オスマン帝国と西アジア オスマン帝国の衰退と西アジアの民族運動について説
明できる。

12週 南アジアの植民地化 インドの植民地化を中心に説明できる。



13週 東南アジアの植民地化 東南アジアの植民地化について説明できる。

14週 清の動揺と諸改革 アヘン戦争後の中国の模索と変革について説明できる
。

15週 学期末試験
16週 答案返却

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 小テスト・課題 レポート 発表 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 40 20 20 20 0 0 100
基礎的能力 40 20 20 20 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


